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洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
F
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

室
町
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
前
半
に
か
け
て
の
京
都
の
町
と
そ
の
周
辺
を
一
双
の

屏
風
に
描
く
洛
中
洛
外
図
は
、
一
〇
〇
点
以
上
の
作
品
が
残
存
す
る
。
そ
の
う
ち
、

描
か
れ
る
景
観
が
室
町
時
代
に
遡
る
作
品
は
、
模
本
を
入
れ
て
も
歴
博
甲
本
、
東
博

模
本
、
上
杉
本
、
歴
博
乙
本
の
四
作
品
し
か
残
ら
な
い
。
残
り
の
作
品
は
す
べ
て
江

戸
時
代
の
も
の
と
い
え
、
そ
の
点
か
ら
も
江
戸
時
代
の
作
品
を
研
究
す
る
必
要
性
、

重
要
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
本
格
的
に
総
合
的
に
研
究
し
た
美

術
史
家
の
武
田
恒
夫
氏
の
研
究
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
氏
は
、
京
都
を
南
北
に
分
け

て
描
く
室
町
時
代
の
作
品
を
第
一
期
の
定
型
と
し
、
京
都
を
東
西
に
分
け
て
描
く
江

戸
時
代
の
作
品
を
第
二
期
の
定
型
と
し
て
、
全
体
を
俯
瞰
し
た
。
以
後
の
多
く
の
研

究
は
、
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
第
一
期
の
定
型
・
第
二
期
の
定
型
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
作
品
の
特
徴
を
概
括
し
て
い
る
。
次
に
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
の
研
究
を

総
合
的
に
展
開
し
た
の
は
、
建
築
史
家
の
内
藤
昌
氏
で
あ
っ
た
。
氏
の
研
究
は
、
描

か
れ
た
地
点
を
地
図
上
の
升
目
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
洛
中
を
中
心
に
描
く

作
品
か
ら
洛
外
を
中
心
に
描
く
作
品
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
い

で
、
縄
文
時
代
を
専
門
と
す
る
考
古
学
の
片
岡
肇
氏
は
、
建
物
等
を
描
く
斜
め
線
の

筋
勝
手
に
注
目
し
、作
品
を
順
勝
手
（
右
上
か
ら
左
下
に
向
か
う
斜
め
線
の
勝
手
）

と
逆
勝
手
（
左
上
か
ら
右
下
に
向
か
う
斜
め
線
の
勝
手
）
に
分
け
た
上
で
、
同
じ
勝

手
の
中
か
ら
同
種
の
粉
本
を
使
っ
た
作
品
を
抽
出
し
て
分
析
し
た
。
次
い
で
、
近
世

史
家
の
水
本
邦
彦
氏
は
、
江
戸
時
代
の
作
品
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
画
面
の
方 

位
と
二
条
城
前
の
行
列
と
に
注
目
し
、
政
治
史
的
な
視
点
か
ら
洛
中
洛
外
図
を
分
類

し
た
。
そ
の
後
、
中
世
・
近
世
史
家
の
黒
田
日
出
男
氏
を
研
究
代
表
者
と
す
る
「
第

二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
総
合
的
研
究
」
等
と
題
す
る
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

が
二
期
八
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
二
冊
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中 

で
、
中
世
史
家
の
大
澤
泉
・
加
藤
裕
美
子
氏
は
作
品
に
描
か
れ
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

注
目
し
、
第
二
定
型
の
作
品
を
三
系
統
に
分
類
し
、
そ
の
関
係
を
図
式
化
し
て
提
示
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し
た
。
さ
ら
に
、
大
澤
泉
氏
は
二
冊
目
の
報
告
書
の
中
で
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
景
観

構
成
に
注
目
し
て
、
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
を
八
群
に
分
類
し
た
。
江
戸
時
代
の
洛

中
洛
外
図
の
全
体
を
見
渡
す
研
究
は
こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
つ
つ
進
展
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
美
術
史
家
に
よ
る
個
別
の
作
品
紹
介
・
研
究
も
行
わ
れ
て

い
て
、
毎
年
新
出
作
品
が
発
見
・
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

次
に
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
F
本
と
そ
の
類
似
の
作
品
の
研
究
に
つ
い
て
見
て

お
こ
う
。
歴
博
F
本
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
二
〇
〇
七
年
の
展

覧
会
図
録
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
二
定
型
」
の
洛
中
洛
外
図
と
し
、「
法
眼
具
慶
筆
」

の
落
款
は
後
筆
か
と
解
説
す
る
。
同
館
で
の
二
〇
一
二
年
の
展
覧
会
図
録
で
は
、
歴

博
F
本
と
同
工
房
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
近
年
か
な
り
見
出
さ
れ
て
い
る
と
し
た
上

で
、
同
一
工
房
と
見
ら
れ
る
類
品
に
は
月
次
風
俗
を
入
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の

作
品
に
は
特
に
描
か
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
歴
博
F
本
と
そ
の
類
似
の
作
品
に

つ
い
て
は
、
先
の
大
澤
泉
氏
の
研
究
で
は
F
群
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
F

群
に
は
六
作
品
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
四
作
品
は
同
一
粉
本
を
も
と
に

描
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
歴
博
F
本
も
景
観
構
成
か
ら
は
こ
の
群
に
属

す
る
と
す
る
。
F
群
の
特
徴
と
し
て
は
、
洛
外
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
よ
り
も
洛
中
の
描

写
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
、
月
次
の
行
事
が
順
序
立
て
て
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

島
原
の
地
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
が
、
歴
博
F
本
は
月
次
行
事
を
そ
れ
ほ

ど
描
か
な
い
と
す
る
。
中
世
・
近
世
史
家
の
小
島
道
裕
氏
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
所
蔵
の
「
職
人
風
俗
絵
巻
」
と
歴
博
F
本
と
を
比
較
し
、
町
並
み
や
人
物
の
描
き

方
、
同
一
粉
本
か
ら
の
図
像
な
ど
を
挙
げ
て
、
同
じ
工
房
の
作
品
と
見
な
せ
る
と
し

た
。
近
世
史
家
の
山
口
和
夫
氏
は
、
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
行
列
を
描
い
た
洛

中
洛
外
図
屏
風
に
注
目
し
、
天
皇
の
乗
る
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
座
人
の
装
束
が
、
上

下
白
張
か
彩
色
か
の
相
違
が
見
ら
れ
る
と
し
、
そ
こ
に
作
品
の
年
代
差
が
表
れ
て
い

る
と
見
た
。
そ
し
て
、
歴
博
F
本
と
そ
の
類
似
の
作
品
に
つ
い
て
は
京
都
市
の
個
人

蔵
本
の
み
は
白
張
か
薄
い
黄
色
で
描
か
れ
て
い
る
と
し
、
歴
博
F
本
と
他
の
二
作
品

は
上
下
退
紅
で
描
か
れ
る
と
し
て
、
そ
こ
に
作
品
の
年
代
差
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
研
究
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
歴
博
F
本
に
描
か
れ
た
内
容
を
紹

介
し
、
次
い
で
歴
博
F
本
の
類
似
の
作
品
を
紹
介
し
、
そ
の
群
の
中
で
の
歴
博
F
本

の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図

　

歴
博
F
本
の
考
察
に
入
る
前
に
、
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
全
体
像
を
示

し
て
お
く
。
前
節
で
も
書
い
た
よ
う
に
、
洛
中
洛
外
図
は
一
〇
〇
点
以
上
の
作
品
が

残
存
し
、
四
点
を
除
く
他
の
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
作
品
が
江
戸
時
代
の
も
の
と

い
え
る
。
こ
の
作
品
群
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
研
究
史
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
分
析
視
覚
が
存
在
す
る
。
筆
者
は
、
片
岡
氏
が
取
り
上
げ
た
筋
勝

手
、
水
本
氏
が
注
目
し
た
二
条
城
前
の
行
列
の
内
容
、
大
澤
氏
が
分
類
に
使
っ
た
景

観
構
成
の
三
点
を
利
用
し
て
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
た
い
。

　

絵
を
描
く
と
き
の
斜
め
線
の
向
き
で
あ
る
筋
勝
手
に
つ
い
て
は
、
ど
の
作
品
に
も

見
る
こ
と
が
で
き
、半
双
し
か
残
ら
な
い
作
品
、部
分
的
に
し
か
残
ら
な
い
作
品
で
も
、

分
析
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
、
斜
め
線
の
向
き
は
、
右
上
か
ら
左
下

に
向
か
う
順
勝
手
か
、
左
上
か
ら
右
下
に
向
か
う
逆
勝
手
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、難
し

い
判
断
は
必
要
と
し
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
す
ぐ
れ
た
分
類
指
標
だ
と
い
え
る
。
こ

の
基
準
に
よ
り
一
双
屏
風
を
分
け
る
と
、
次
の
五
種
類
に
な
る
。
第
一
は
右
隻
・
左
隻

と
も
に
順
勝
手
の
作
品
、
第
二
は
右
隻
・
左
隻
と
も
に
逆
勝
手
の
作
品
、
第
三
は
右
隻

が
順
勝
手
で
、
左
隻
が
逆
勝
手
の
作
品
、
第
四
は
右
隻
が
逆
勝
手
で
、
左
隻
が
順
勝
手

の
作
品
、
第
五
は
順
勝
手
と
逆
勝
手
が
相
半
ば
す
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
筋
勝
手
に

よ
る
分
類
を
類
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、第
一
類
型
（
順・
順
類
型
）、第
二
類
型
（
逆・
逆

類
型
）、
第
三
類
型
（
順
・
逆
類
型
）、
第
四
類
型
（
逆
・
順
類
型
）、
第
五
類
型
（
混

合
類
型
）
と
名
付
け
る
。
管
見
に
よ
る
と
、こ
の
基
準
に
よ
る
第
一
類
型
の
作
品
は
約

三
〇
作
品
、第
二
類
型
の
作
品
は
約
五
五
作
品
、
第
三
類
型
の
作
品
は
約
七
作
品
、
第

四
類
型
の
作
品
は
約
五
作
品
、
第
五
類
型
の
作
品
は
約
五
作
品
で
あ
る
。

　

次
に
、
江
戸
時
代
の
作
品
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
二
条
城
前
の
行
列
を
見
て
み
よ

（
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う
。
行
列
の
種
類
と
し
て
は
、
将
軍
拝
賀
の
参
内
、
祇
園
会
の
神
輿
渡
御
、
祭
礼
風

流
、
徳
川
和
子
の
入
内
、
後
水
尾
天
皇
の
行
幸
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
参
内
と
神
輿
渡

御
は
慶
長
年
間
、
入
内
は
元
和
六
年
、
行
幸
は
寛
永
三
年
で
あ
り
、
行
列
の
種
類
に

よ
り
作
品
の
制
作
年
の
上
限
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
全

体
に
対
象
を
広
げ
る
と
、
行
幸
以
前
の
江
戸
時
代
前
期
前
半
の
作
品
に
は
い
ろ
い
ろ

な
行
列
が
見
ら
れ
る
が
、
行
幸
以
後
の
江
戸
時
代
前
期
後
半
以
降
の
作
品
の
大
半
は

行
幸
行
列
を
描
い
て
い
る
。
例
外
的
な
行
列
と
し
て
は
、
油
小
路
通
に
朝
鮮
通
信
使

行
列
を
描
く
も
の
が
数
点
あ
る
。
二
条
城
前
の
行
列
の
内
、
神
輿
渡
御
と
祭
礼
風
流

は
西
堀
川
通
を
中
心
に
左
隻
の
み
に
描
く
が
、
参
内
、
入
内
、
行
幸
の
行
列
は
西
堀

川
通
の
み
描
く
も
の
と
、
左
右
隻
に
ま
た
が
っ
て
内
裏
と
二
条
城
間
を
連
続
し
て
描

く
も
の
と
が
あ
る
。
行
幸
行
列
の
描
き
方
に
も
、
内
裏
か
ら
二
条
城
ま
で
続
く
も
の

は
内
裏
に
鳳
輦
、
堀
川
通
に
牛
車
等
を
描
く
の
に
対
し
、
西
堀
川
通
の
み
行
列
を
描

く
も
の
は
、
堀
川
通
に
鳳
輦
等
が
見
ら
れ
る
。

　

次
に
景
観
構
成
を
見
て
み
よ
う
。
江
戸
時
代
の
作
品
で
は
、
京
都
の
東
側
を
右
隻

に
、
西
側
を
左
隻
に
描
き
分
け
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
右
隻
・
左
隻
の

両
端
を
ど
こ
ま
で
描
く
か
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
右
隻
で
は
右
端
を
稲
荷
社
ま

で
描
く
も
の
が
多
く
、
さ
ら
に
南
側
の
伏
見
ま
で
描
く
も
の
、
北
側
の
東
福
寺
ま
で

し
か
描
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
右
隻
の
左
端
は
、比
叡
山
ま
で
描
く
も
の
が
多
い
が
、

新
し
い
作
品
に
は
鞍
馬
寺
ま
で
描
く
も
の
が
一
般
的
と
な
る
。
左
隻
で
は
、
右
端
を

鞍
馬
寺
ま
で
描
く
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
鞍
馬
寺
が
右
隻
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る

と
岩
屋
寺
や
金
閣
寺
が
右
端
と
な
っ
た
。
左
端
は
、
法
輪
寺
ま
で
の
も
の
、
西
芳
寺

ま
で
の
も
の
、
八
幡
ま
で
描
く
も
の
が
あ
る
。
鞍
馬
寺
の
所
在
す
る
洛
北
地
域
の
描

き
方
の
変
化
の
背
景
に
は
地
理
的
な
認
識
の
進
展
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
室
町
時
代
の
洛
中
洛
外
図
は
陰
陽
道
的
な
方
角
観
に
則
っ
て
東
・
南
を
右
隻

に
、
西
・
北
を
左
隻
に
描
い
て
い
た
ゆ
え
に
上
賀
茂
、
鞍
馬
地
域
は
左
隻
に
描
か
れ
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
江
戸
時
代
前
期
の
作
品
も
洛
北
地
域
を
左
隻
に
描
く
こ
と
が
多

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
洛
北
地
域
が
右
隻
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
理
由
と
し
て

は
、そ
こ
が
京
都
の
東
側
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

　

景
観
構
成
に
共
通
性
・
類
似
性
を
も
つ
作
品
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
江
戸
時
代
の

洛
中
洛
外
図
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
は
、
発
注
を
受
け
た
工
房
が
同
じ
で
あ

り
、
筋
勝
手
や
景
観
構
成
を
同
じ
も
の
と
し
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。
個
々
の
社

寺
や
祭
礼
な
ど
も
、
同
一
の
粉
本
を
用
い
た
た
め
、
類
似
性
を
も
っ
た
と
推
測
で
き

よ
う
。
そ
の
よ
う
な
作
品
を
集
め
る
と
、
幾
つ
か
の
ま
と
ま
り
が
見
出
せ
る
。
そ
の

ま
と
ま
り
を
片
岡
氏
は
類
型
と
呼
び
、
大
澤
氏
は
群
ま
た
は
系
統
と
呼
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、
筋
勝
手
に
よ
る
分
類
を
類
型
と
し
た
の
で
、
景
観
に
類
似
性
を
も
つ
作

品
を
系
統
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
左
隻
の
左
端
に
淀
付
近
の

景
観
を
描
く
林
家
本
系
統
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
歴
博
F
本
を
含
む
住
吉
具
慶
本
系

統
、
歴
博
F
本
に
類
似
す
る
渡
辺
美
術
館
本
系
統
、
右
隻
の
右
端
に
伏
見
城
を
描
く

堺
市
博
物
館
本
系
統
、
類
似
作
品
が
十
数
点
あ
る
佛
教
大
学
本
系
統
、
右
隻
が
順
勝

手
で
左
隻
が
逆
勝
手
の
田
辺
市
立
美
術
館
本
系
統
、
右
隻
が
逆
勝
手
で
左
隻
が
順
勝

手
の
京
都
民
芸
館
本
系
統
な
ど
が
見
出
せ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
筋
勝
手
、
二
条
城
前
の
行
列
、
景
観
構
成
の
三
点
か
ら
全
体
を

俯
瞰
し
て
み
た
が
、
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
を
見
る
指
標
は
こ
の
他
に
も
幾
つ
か

あ
る
。
詳
し
く
は
別
稿
を
期
し
た
い
が
、
そ
の
項
目
の
み
を
列
記
す
る
。
第
一
に
全

体
の
構
図
で
あ
る
。
景
観
構
成
と
も
関
係
す
る
が
、
画
面
の
下
端
を
ど
の
よ
う
に
描

く
か
と
い
う
点
で
み
る
と
、
山
や
森
を
描
く
も
の
、
町
並
み
で
切
れ
る
も
の
、
金
雲

で
切
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
第
二
に
象
徴
と
な
る
建
物
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
ど
の

よ
う
に
描
く
か
で
あ
る
。
第
三
に
描
き
方
、
線
・
色
等
の
技
法
、
人
物
・
植
物
等
の

描
き
方
で
あ
る
。
描
き
方
・
作
り
方
全
体
を
合
わ
せ
て
作
行
と
も
い
う
。
景
観
は
異

な
る
が
、
作
行
に
類
似
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
狩
野
派
工
房
の
作
品
、
林
原
美
術
館

本
工
房
の
作
品
な
ど
が
あ
る
。
第
四
に
雲
形
で
、
箔
・
泥
・
砂
子
等
の
技
法
、
形
、

数
な
ど
で
あ
る
。
第
五
に
屏
風
の
形
状
で
、
六
曲
一
双
な
ど
の
形
、
大
き
さ
な
ど
で

あ
る
。
第
六
に
伝
来
の
経
過
で
あ
る
。
第
七
に
描
か
れ
て
い
る
描
写
内
容
で
あ
る
。

第
八
に
画
家
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
も
併
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
洛
中

（
13
）

（
14
）
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洛
外
図
を
分
類
し
う
る
と
い
え
る
。

歴
博
F
本
の
概
要

　

歴
博
F
本
に
つ
い
て
、そ
の
基
礎
デ
ー
タ
及
び
描
写
内
容
を
紹
介
す
る（
写
真
一
）。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
で
、
資
料
番
号
は
H
―
六
一
九
で
あ
る
。
形
状
は
六

曲
一
双
屏
風
、
材
質
は
紙
本
金
地
着
色
、
寸
法
は
各
縦
一
二
四
・
〇
、
横
二
八
三
・
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
勝
手
は
左
隻
・
右
隻
と
も
に
順
勝
手
で
あ
る
。
二
条
城

前
の
行
列
は
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
で
、
鳳
輦
が
二
条
城
の
東
大
手
門
前
に
さ

し
か
か
ろ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
右
隻
の
第
一
扇
下
端
と
左
隻
の
第
六
扇
下
端
に

「
法
眼
具
慶
筆
」
の
落
款
と
印
影
を
有
す
る
。
貼
札
の
数
は
、
紙
跡
も
含
め
て
右
隻

が
四
四
箇
所
、
左
隻
が
三
四
箇
所
で
あ
る
（
図
一
）。
貼
札
に
は
赤
枠
を
付
け
、
文

字
は
平
仮
名
が
主
で
、
漢
字
で
書
か
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
金
雲
は
、
金
箔
の
雲
を

主
と
し
、
一
部
に
金
砂
子
の
雲
が
混
じ
る
。
雲
の
形
は
横
に
連
続
す
る
源
氏
雲
で
、

四
〜
六
列
の
雲
が
並
ぶ
。
描
か
れ
る
人
数
は
、
右
隻
が
約
六
〇
〇
人
（
第
一
扇
か
ら

約
七
〇
人
、
約
七
〇
人
、
約
一
二
〇
人
、
約
一
八
〇
人
、
約
九
〇
人
、
約
六
〇
人
）、

左
隻
が
約
七
〇
〇
人
（
第
一
扇
か
ら
約
一
四
〇
人
、
約
一
二
〇
人
、
約
一
四
〇
人
、

約
一
三
〇
人
、
約
八
〇
人
、
約
八
〇
人
）
で
あ
る
。

　

右
隻
は
上
部
に
山
の
峰
を
波
型
に
、
中
央
部
に
鴨
川
を
直
線
状
に
描
き
、
下
端
は
金

雲
で
覆
う
。
第
一
扇
は
、
上
か
ら
順
に
、
山
及
び
稲
荷・阿
弥
陀
ヶ
峰
、
金
雲
、
東
福
寺・

豊
国
社
、金
雲
、三
十
三
間
堂
、金
雲
、鴨
川
、金
雲
、町
並
み
及
び
東
本
願
寺
、
金
雲
。

第
二
扇
は
、山
、
金
雲
、
清
水
寺
、
金
雲
、大
仏
殿
、
金
雲
、
鴨
川
及
び
五
条
橋
、
金
雲
、

御
影
堂
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
。
第
三
扇
は
、
山
、
金
雲
、
八
坂
塔・祇
園
社
、
金
雲
、

建
仁
寺
、
金
雲
、
町
並
み
及
び
祇
園
会
、
金
雲
、
町
並
み
及
び
祇
園
会
、
金
雲
、
町
並

み
、
金
雲
。
第
四
扇
は
、
山
、
金
雲
、
知
恩
院
、
金
雲
、
鴨
川
及
び
芝
居
小
屋
、
金
雲
、

祇
園
御
旅
所
及
び
四
条
通
の
祇
園
会
、
金
雲
、
室
町
通
の
町
並
み
、
金
雲
。
第
五
扇
は
、

山
及
び
銀
閣
寺
等
、
金
雲
、
黒
谷・吉
田
社
、
金
雲
、
鴨
川
及
び
三
条
大
橋
・
下
加
茂
、

金
雲
、
誓
願
寺
及
び
町
並
み
、
金
雲
、
町
並
み
及
び
祇
園
会
、
金
雲
。
第
六
扇
は
、
山 

（
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）
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及
び
比
叡
山・鞍
馬
寺
、
金
雲
、
松
が
崎
及
び
鞍
馬
畚
降
し
、
金
雲
、
上
賀
茂
、
金
雲
、

内
裏
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
で
あ
る
。

　

左
隻
は
上
部
に
山
の
峰
を
波
型
に
、
中
央
部
に
町
並
み
を
二
列
乃
至
は
三
列
に
直

線
状
に
描
き
、
下
端
は
金
雲
で
覆
う
。
第
一
扇
は
、
山
及
び
岩
屋
寺
・
栂
尾
、
金
雲
、

金
閣
寺
・
平
野
社
、
金
雲
、
北
野
天
神
、
金
雲
、
所
司
代
屋
敷
、
金
雲
、
町
並
み
及

び
行
列
（
騎
馬
）、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
。
第
二
扇
は
、
山
及
び
愛
宕
山
、
金
雲
、

御
室
、
金
雲
、
北
野
経
堂
・
妙
心
寺
、
金
雲
、
二
条
城
及
び
行
列
（
牛
車
）、
金
雲
、

町
並
み
、
金
雲
。
第
三
扇
は
、
山
、
金
雲
、
嵯
峨
釈
迦
堂
及
び
嵯
峨
町
並
み
、
金
雲
、

二
条
城
天
守
、
金
雲
、
二
条
城
及
び
行
列
（
鳳
輦
）、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
。
第

四
扇
は
、
山
、
金
雲
、
天
竜
寺
・
大
井
川
・
法
輪
寺
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
、
町

並
み
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
。
第
五
扇
は
、
山
、
金
雲
、
神
社
、
金
雲
、
壬
生
寺

及
び
島
原
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
。
第
六
扇

は
、
山
及
び
山
崎
・
八
幡
、
金
雲
、
西
芳
寺
庭
園
、
金
雲
、
東
寺
、
金
雲
、
西
本
願

寺
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
、
町
並
み
、
金
雲
で
あ
る
。

　

二
条
城
は
、
左
隻
第
二
扇
・
第
三
扇
の
中
央
に
、
外
堀
・
内
堀
の
二
重
の
濠
、
本

丸
の
石
垣
及
び
隅
櫓
、
五
層
の
天
守
閣
、
本
丸
の
橋
、
二
の
丸
の
石
垣
、
隅
櫓
、
土

塀
、
東
大
手
の
高
麗
門
、
北
側
の
櫓
門
、
土
橋
、
二
の
丸
御
殿
な
ど
を
描
く
。
他
の

系
統
の
作
品
な
ど
と
比
べ
る
と
、
内
堀
と
本
丸
の
隅
櫓
を
描
く
こ
と
、
二
の
丸
の
土

塀
に
石
落
し
を
描
く
こ
と
、
二
の
丸
の
南
側
に
建
つ
唐
門
を
瓦
葺
に
描
く
こ
と
な
ど

が
目
立
っ
た
違
い
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

内
裏
で
は
、
南
側
の
塀
を
凹
型
に
描
き
、
窪
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
南
御
門
を
描
く
。

　

建
立
年
の
明
ら
か
な
建
物
と
し
て
は
、
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
の
仁
和
寺
五

重
塔
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
の
島
原
の
設
置
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の

祇
園
社
石
鳥
居
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
の
本
国
寺
五
重
塔
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　

二
条
城
前
の
行
列
は
、
先
頭
か
ら
隼
人
兵
士
、
鳳
輦
、
牛
車
二
両
、
騎
馬
四
騎
の

順
で
あ
る
。
隼
人
兵
士
は
鳥
兜
を
付
け
、
矛
を
手
に
二
列
に
並
ん
で
進
行
す
る
。
鳳

輦
は
退
紅
色
の
衣
を
付
け
た
駕
輿
丁
に
よ
り
担
が
れ
る
。
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年
中
行
事
の
類
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
が
、
右
隻
第
三
扇
か
ら
第
五
扇
に
か
け

て
の
祇
園
会
、
第
六
扇
の
賀
茂
競
馬
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　

祇
園
会
の
山
鉾
は
室
町
通
、
五
条
通
（
松
原
通
）、
寺
町
通
、
四
条
通
に
か
け
て

一
二
基
描
か
れ
る
。
先
頭
か
ら
長
刀
鉾
、
五
条
通
に
占
出
山
、
函
谷
鉾
、
寺
町
通
に

綾
傘
鉾
、
木
賊
山
、
蟷
螂
山
、
四
条
通
に
菊
水
鉾
、
天
神
山
、
山
伏
山
、
放
下
鉾
、

岩
戸
山
、
舟
鉾
の
順
で
あ
る
。
山
鉾
の
特
徴
と
し
て
は
、
鉾
の
屋
根
の
妻
側
に
出
し

花
飾
り
の
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

落
款
と
印
影
に
つ
い
て
は
、
後
補
か
と
も
さ
れ
る
が
、
他
の
も
の
と
の
比
較
が
で

き
な
い
の
で
不
詳
で
あ
る
。
美
術
史
家
の
判
断
を
待
ち
た
い
が
、
本
稿
で
は
具
慶
の

作
品
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
住
吉
具

慶
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

歴
博
Ｆ
本
と
同
系
統
の
作
品

　

次
に
、
歴
博
F
本
と
同
系
統
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

　

個
人
本（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）は
左
隻
の
み
伝
わ
る
。
第
六
扇
の
下
端
に「
法

眼
具
慶
筆
」
の
落
款
と
印
影
が
あ
る
。
印
影
は
歴
博
F
本
の
も
の
と
は
異
な
る
。
画

面
の
縦
寸
法
が
五
尺
五
寸
あ
り
、
同
系
統
の
他
の
作
品
よ
り
も
幾
分
大
き
い
。
金
箔

と
砂
子
に
よ
る
金
雲
は
源
氏
雲
が
主
で
あ
る
が
、
上
端
に
素
槍
霞
状
の
も
の
も
見
ら

れ
る
。
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
の
色
は
白
に
近
い
。
画
面
に
は
七
月
か
ら
十
二

月
の
行
事
が
描
か
れ
て
い
て
、
中
秋
名
月
が
第
三
扇
に
描
か
れ
る
の
が
同
系
統
の
他

の
作
品
と
異
な
る
。
貼
札
に
「
十
一
月
火
焼
」
な
ど
と
月
名
と
行
事
名
が
一
緒
に
書

か
れ
て
い
る
点
も
珍
し
い
。
第
四
扇
に
一
人
立
ち
の
獅
子
舞
が
描
か
れ
る
が
、
第
五

扇
に
は
太
神
楽
の
獅
子
舞
の
一
団
も
描
く
。

　

個
人
本
（
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
寄
託
）
は
、
こ
の
系
統
の
標
準
的
な
作
品
で
、

画
面
の
縦
寸
法
は
五
尺
で
、
金
箔
と
砂
子
に
よ
る
金
雲
が
五
〜
六
列
横
に
並
び
、
そ

の
間
に
洛
中
の
町
並
み
や
洛
外
の
名
所
が
描
か
れ
る
。こ
の
作
品
に
は
貼
札
は
な
い
。

描
か
れ
る
人
数
は
右
隻
約
七
〇
〇
人
、
左
隻
約
九
〇
〇
人
で
、
左
隻
の
方
が
多
い
。

二
条
城
本
丸
の
隅
櫓
は
三
基
見
ら
れ
る
。
右
隻
に
一
月
か
ら
六
月
の
行
事
、
左
隻
に

七
月
か
ら
十
二
月
の
行
事
が
描
き
分
け
ら
れ
る
。
右
隻
第
二
扇
に
あ
る
正
月
の
門
松

は
二
組
描
か
れ
る
。
祇
園
会
の
山
鉾
は
二
三
基
見
ら
れ
る
。
中
秋
の
名
月
は
左
隻
第

一
扇
に
描
か
れ
、
金
閣
寺
の
鏡
湖
池
の
船
上
か
ら
鑑
賞
し
て
い
る
。
一
人
立
ち
獅
子

は
左
隻
第
五
扇
の
下
部
に
描
か
れ
る
。

　

愛
知
県
の
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
本
は
、
東
海
道
の
三
三
番
目
の
宿
場
二
川

宿
の
本
陣
を
務
め
た
馬
場
家
に
伝
わ
っ
た
作
品
で
あ
る
。
右
隻
の
貼
札
の
数
が
異
常

に
多
く
、
貼
跡
を
含
め
る
と
七
四
枚
を
数
え
る
。
そ
の
理
由
に
は
、
祇
園
会
の
山
鉾

の
名
称
や
洛
中
の
通
り
名
を
細
か
く
書
い
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
、
発
注
者
（
鑑

賞
者
）
が
京
都
の
町
に
高
い
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
貼
札
の
文

字
に
漢
字
が
多
い
点
も
注
目
で
き
る
。
正
月
の
門
松
は
、
右
隻
第
二
扇
に
一
組
だ
け

描
か
れ
る
。
祇
園
会
の
山
鉾
は
他
の
作
品
よ
り
一
基
少
な
い
二
二
基
で
あ
る
。
一
人

獅
子
は
左
隻
第
四
扇
の
中
ほ
ど
に
左
向
き
に
描
か
れ
る
。

　

大
阪
人
権
博
物
館
本
は
、
銀
雲
の
作
品
で
あ
る
点
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
画
面

全
体
の
彩
色
は
淡
彩
に
近
く
、そ
の
点
に
も
特
徴
が
あ
る
。
貼
札
は
貼
跡
の
み
あ
り
、

現
在
は
見
ら
れ
な
い
。
屏
風
全
体
に
描
か
れ
る
人
数
は
、
右
隻
約
一
〇
〇
〇
人
、
左

隻
約
一
一
〇
〇
人
と
、
こ
の
系
統
の
作
品
で
は
多
い
方
で
あ
る
。
二
条
城
の
石
垣
の

描
き
方
な
ど
に
は
独
特
の
も
の
が
あ
る
。
五
月
の
節
句
幟
が
、
第
二
扇
と
第
六
扇
の

二
ヶ
所
に
描
か
れ
る
の
も
他
に
な
い
特
徴
で
あ
る
。

　

前
田
・
井
伊
子
爵
旧
蔵
本
は
、
売
立
目
録
の
図
版
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
現
在
は

所
在
不
明
で
あ
る
。
や
や
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
そ
の
図
版
を
見
る
限
り
、
現
在
知

ら
れ
て
い
る
作
品
と
は
別
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
寸
法
や
貼
札
の
詳
細
に
つ
い
て

は
明
ら
か
で
な
い
。

　

福
井
県
の
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
本
も
、
こ
の
系
統
の
一
般
的
な
作
品
と
い

え
る
。
貼
札
に
「
正
月
」
か
ら
「
十
二
月
」
ま
で
の
月
名
を
す
べ
て
入
れ
て
い
る
点

は
珍
し
く
、
行
事
を
描
い
て
表
示
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
と
い
え
る
。
五
月

節
句
の
幟
が
四
本
立
つ
こ
と
、
盆
灯
籠
売
り
が
描
か
れ
て
い
な
い
点
な
ど
、
細
部
に

（
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他
の
作
品
と
異
な
る
点
も
見
ら
れ
る
。
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
は
退
紅
色
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。

　

個
人
本
（
愛
媛
県
美
術
館
寄
託
）
も
、
こ
の
系
統
の
一
般
的
な
作
品
と
い
え
る
。
貼

札
は
少
な
く
、
文
字
は
平
仮
名
が
主
で
あ
る
。
描
か
れ
る
人
数
は
、
右
隻
約
一
〇
〇

〇
人
、
左
隻
約
一
一
〇
〇
人
と
、
多
い
方
で
あ
る
。
行
事
で
は
、
正
月
の
行
事
が
右
隻

の
第
一
扇
に
描
か
れ
、
正
月
の
万
歳
、
七
月
の
盆
灯
籠
売
り
の
姿
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
が
他
と
異
な
る
。
一
人
立
ち
獅
子
は
右
隻
六
扇
の
下
部
に
見
ら
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
は
、
右
隻
の
み
残

る
作
品
で
あ
る
。
正
月
の
行
事
は
右
隻
第
一
扇
に
描
か
れ
る
。
貼
札
の
文
字
は
平
仮

名
が
主
で
あ
る
。
描
か
れ
る
人
数
は
、
右
隻
の
み
約
一
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。

　

京
都
府
八
幡
市
の
正
法
寺
本
は
、
真
野
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
真
野
本
と

も
呼
ば
れ
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
の
縦
寸
法
は
三
尺
五
寸
と
、
他
の
も
の
よ
り
小
さ

い
。
し
か
し
、
描
く
範
囲
、
寺
社
名
所
等
の
配
置
は
、
他
の
作
品
と
大
き
く
は
変
わ

ら
な
い
。
描
か
れ
て
い
る
人
数
は
少
な
く
、
右
隻
約
六
〇
〇
人
、
左
隻
約
八
〇
〇
人

で
あ
る
。
年
中
行
事
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
る
が
、
祇
園
会
の
山
鉾
は
一
二
基

で
、盆
灯
籠
売
り
も
見
ら
れ
な
い
。
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
は
退
紅
色
で
あ
る
。

　

学
習
院
大
学
の
学
芸
員
資
格
取
得
事
務
室
資
料
で
あ
る
洛
中
洛
外
図
掛
軸
は
、
こ
の

系
統
の
右
隻
第
六
扇
を
軸
装
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
か
ら
、
比
叡
山
と
鞍
馬
寺
、
吉

田
社
と
松
が
崎
、
下
鴨
と
上
賀
茂
、
内
裏
、
町
並
み
が
、五
枚
の
紙
を
貼
り
継
い
で
描 

か
れ
て
い
る
。
描
か
れ
る
人
数
は
六
七
人
で
、
他
の
作
品
と
大
差
は
な
い
。
行
事
は
五

月
節
句
で
、幟
、
菖
蒲
葺
き
、飾
り
兜
、印
地
打
ち
、賀
茂
競
馬
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
作
品
を
比
較
す
る
た
め
に
一
覧
表
化
し
た
（
表
一
）。
こ
の
表
だ
け
で
は 

作
品
の
前
後
関
係
や
相
関
関
係
は
判
然
と
し
な
い
が
、
二
条
城
天
守
閣
や
中
秋
名
月
、

太
神
楽
の
描
き
方
な
ど
か
ら
、
個
人
本
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
に
は
他
に
な
い

要
素
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
作
品
が
先
行
し
て
描
か
れ
た
と
言
え
る
。
正
月
行
事
を

右
隻
第
一
扇
に
描
く
も
の
と
第
二
扇
に
描
く
も
の
、
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
の
色

の
違
い
な
ど
か
ら
、
幾
つ
か
の
小
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
本
（
芦
屋
市 

（
22
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表1　住吉具慶本系統洛中洛外図屏風作品比較

個人（京博） 個人（芦屋） 二川宿本 人権博本 前田・井伊家本 武生本 個人（愛媛） フリーア本 歴博F本 正法寺本 学習院本
形態 6曲1隻（左） 6曲1双 6曲1双 6曲1双 6曲1双 6曲1双 6曲1双 6曲1隻（右） 6曲1双 6曲1双 1幅（右第6扇）
材質・彩色 紙本・着色 紙本・着色 紙本・着色 紙本・着色・銀 紙本・着色 紙本・着色 紙本・着色 紙本・着色 紙本・着色 紙本・着色 紙本・着色
高さ 5.5尺（166.6） 5尺 5尺（151） 5尺（149） （不明） 5尺（155.7） 5尺（155） 5尺（150.5） 4尺（124） 3.5尺（109.5） 5尺（146）
雲 種類 源氏雲・素槍 源氏雲 源氏雲 源氏雲 源氏雲 源氏雲 源氏雲 源氏雲 源氏雲 源氏雲 源氏雲

技法 金箔、砂子 金箔、砂子 金箔、砂子 銀箔 （不明） 金箔、砂子 金箔、砂子 金箔、砂子 金箔、砂子 金箔、砂子 金箔、砂子
貼札 枚数 左48、右- 無し 左36、右74 痕有り 有り 左40、右52 左7、右15 左-、右20 左34、右44 左37、右48 左-、右7

文字 平仮名・漢字 　- 漢字が主 　- （不明） 平仮名・漢字 平仮名が主 平仮名が主 平仮名・漢字 平仮名・漢字 平仮名・漢字
人数 右隻 　- 約700人 約600人 約1000人 （不明） 約900人 約1000人 約1000人 約600人 約600人 67人

左隻 約800人 約900人 約700人 約1100人 （不明） 約1100人 約1100人 　- 約700人 約800人 　-
勝手 右隻 　- 順 順 順 順 順 順 順 順 順 順

左隻 順 順 順 順 順 順 順 　- 順 順 　-
右隻 右端 　- 稲荷 稲荷 稲荷 稲荷 稲荷 稲荷 稲荷 稲荷 稲荷 　-

左端 　- 鞍馬 鞍馬 鞍馬 鞍馬 鞍馬 鞍馬 鞍馬 鞍馬 鞍馬 鞍馬
左隻 右端 岩屋 岩屋 岩屋 岩屋 岩屋 岩屋 岩屋 　- 岩屋 岩屋 　-

左端 八幡 八幡 八幡 八幡 八幡 八幡 八幡 　- 八幡 八幡 　-
二条城 位置 左隻2-3扇 左隻2-3扇 左隻2-3扇 左隻2-3扇 左隻2-3扇 左隻2-3扇 左隻2-3扇 　- 左隻2-3扇 左隻2-3扇 　-
　天守閣破風 下から2.1.2 下から1.2.1 下から1.2.1 下から1.2.1 下から1.2.1 下から1.2.1 下から1.2.1 　- 下から1.2.1 下から1.2.1 　-
　本丸隅櫓 有り（2基） 有り（3基） 有り（3基） 有り（3基） 有り（3基） 有り（3基） 有り（3基） 　- 有り（2基） 有り（2基） 　-
内裏 南門 　- 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹） 有り（凹）
　南西の樹木 　- 無し 無し 有り 有りヵ 有り 有り 有り 有り 有り 有り
堀川通行列 行幸（鳳輦） 行幸（鳳輦） 行幸（鳳輦） 行幸（鳳輦） 行幸（鳳輦） 行幸（鳳輦） 行幸（鳳輦） 　- 行幸（鳳輦） 行幸（鳳輦）   -
　駕輿丁の衣裳 白 白 白 白 退紅ヵ 退紅 退紅ヵ 　- 退紅 退紅
祇園会 神輿 　- 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し   -

山鉾 　- 23基 22基 23基 23基ヵ 23基 23基 23基 12基 12基   -
年中行事 有り 有り 有り 有り 有り 有り 有り 有り 無し 有り 有り
　正月 　- 右2扇 右2扇 右2扇 右2扇 右2扇 右1扇 右1扇 無し 右2扇 　-
　　門松の数 　- 2組 1組 2組 1組 2組 2組 1組 無し 2組 　-
　盆灯籠売り 有り 有り 有り 有り 無しヵ 無し 無し 　- 無し 無し 　-
　中秋名月 左3扇 左1扇 左1扇 無し 左1扇 左1扇 左1扇 　- 無し 左1扇 　-
　一人立ち獅子 左4扇中（右向） 左5扇下（右向） 左4扇中（左向） 左5扇下（右向）（不明） 左5扇下（左向） 右6扇下（右向） 　- 左4扇中（左向） 左4扇中（左向） 　-



立
美
術
博
物
館
寄
託
）
と
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
本
は
比
較
的
に
近
く
、
個
人

本
（
愛
媛
県
美
術
館
寄
託
）
と
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
は
比
較
的
に
近
い
関
係
に
あ
る
。

一
扇
分
の
み
残
る
学
習
院
大
学
の
資
料
は
、
下
部
の
町
家
の
瓦
屋
根
の
有
無
、
内
裏

の
南
西
の
樹
木
の
有
無
、比
叡
山
の
山
腹
の
描
き
方
な
ど
を
比
較
す
る
と
、個
人
本
（
芦

屋
市
立
美
術
博
物
館
寄
託
）・
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
本
よ
り
も
個
人
本
（
愛
媛

県
美
術
館
寄
託
）・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
に
近
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
樹
木

等
の
描
き
方
は
各
本
に
よ
り
か
な
り
相
違
も
見
ら
れ
、
粉
本
を
共
有
す
る
同
一
の
工

房
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
時
間
と
異
な
る
職
人
に
よ
り
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

歴
博
Ｆ
本
の
特
徴

　

歴
博
F
本
を
同
系
統
の
作
品
と
比
較
す
る
と
、大
き
さ
が
縦
四
尺
本
で
あ
る
こ
と
、

年
中
行
事
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
こ
と
、
住
吉
具
慶
の
款
記
の
見
ら
れ
る
こ
と
な

ど
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

　

洛
中
洛
外
図
屏
風
の
大
き
さ
は
、
画
面
が
縦
五
尺
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
天

と
地
の
表
具
部
分
と
合
わ
せ
る
と
約
六
尺
に
な
り
、
本
間
屏
風
と
い
わ
れ
る
大
き
さ

に
な
る
。
ま
れ
に
五
尺
五
寸
の
大
き
な
作
品
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
例
外
的
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
個
人
本
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
は
、
大
き
さ
か
ら
し

て
も
特
別
な
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
歴
博
F
本
は
四
尺
本
で
、
三
尺

五
寸
の
正
法
寺
本
と
と
も
に
小
さ
な
作
品
と
い
え
る
。
画
面
は
小
さ
く
て
も
描
き
込

ま
れ
る
社
寺
名
所
等
の
数
、
貼
札
の
数
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
が
、
人
数
が
少
な
め
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
祇
園
会
の
山
鉾
の
数
が
同
系
統
の
本
間
屏
風
の
二
三
基
に
対

し
て
一
二
基
と
、
約
半
数
で
あ
る
。

　

歴
博
F
本
と
同
系
統
の
作
品
の
最
大
の
特
徴
は
、
年
中
行
事
が
細
か
に
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
洛
中
洛
外
図
は
、
室
町
時
代
の
作
品
に
は
四
季
絵
・
月
次
絵
の

伝
統
が
見
ら
れ
た
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
作
品
に
は
そ
の
伝
統
が
薄
れ
、
歳
時
よ
り

も
時
勢
が
前
面
に
出
た
作
品
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
こ
の
系
統
の
作
品

は
、
歳
時
が
事
細
か
に
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
前
期
後
半
か
ら
中
期
前
半

に
か
け
て
京
都
の
歳
時
が
復
活
し
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
こ
の
系
統
の
作
者
な
り

工
房
が
歳
時
を
描
く
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
る
。
同
時
期
の
作
品
と

推
測
さ
れ
る
佛
教
大
学
本
系
統
の
作
品
に
は
、
行
事
は
頻
出
し
な
い
。
室
町
時
代
の

作
品
は
、
四
季
絵
・
月
次
絵
の
順
番
を
右
隻
の
第
六
扇
か
ら
春
・
正
月
を
始
め
、
第

一
扇
に
夏
・
六
月
を
終
え
、
左
隻
の
第
六
扇
か
ら
第
一
扇
へ
と
季
節
は
移
行
し
た

が
、
歴
博
F
本
と
同
系
統
の
作
品
で
は
右
隻
の
第
一
扇
か
ら
春
・
正
月
を
始
め
て
い

て
、
こ
の
点
を
も
っ
て
し
て
も
伝
統
と
は
い
え
ず
、
当
時
の
月
次
図
の
描
き
方
に
基

づ
く
も
の
だ
と
い
え
る
。
正
月
の
門
松
と
注
連
縄
に
つ
い
て
も
、
上
杉
本
洛
中
洛
外

図
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊
行
の
『
日
本
歳
時
記
』
の
図

に
近
い
。
五
月
節
句
の
幟
、
飾
兜
、
菖
蒲
葺
き
も
『
日
本
歳
時
記
』
な
ど
に
見
ら
れ

る
図
に
近
似
す
る
。
こ
の
系
統
の
作
品
に
特
徴
的
な
一
人
立
ち
の
獅
子
は
、
頭
部
に

獅
子
頭
を
被
り
、
腹
部
に
太
鼓
を
括
り
付
け
て
打
ち
な
が
ら
舞
う
獅
子
舞
で
、
二
人

に
よ
り
獅
子
頭
と
胴
部
が
分
担
さ
れ
、
別
の
人
が
演
奏
す
る
太
鼓
や
笛
に
合
わ
せ
て

舞
う
太
神
楽
系
の
獅
子
舞
と
は
異
な
る
芸
態
で
あ
る
。
一
人
立
ち
の
獅
子
舞
は
現
在

で
は
東
日
本
を
中
心
と
し
て
見
ら
れ
、
京
都
周
辺
の
太
神
楽
系
の
獅
子
舞
と
は
異
な

る
分
布
域
を
示
し
て
い
て
、
一
人
立
ち
の
獅
子
舞
を
描
く
作
品
が
江
戸
に
出
て
き
て

か
ら
描
か
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
絵
柄
と
い
え
る
。
こ
の
系
統
の
歳
時
の
図
柄
と

類
似
の
も
の
に
は
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
の
作
と
さ
れ
る
月
次
風
俗
図
屏
風
（
た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
が
あ
り
、
時
代
や
粉
本
な
ど
の
関
連
性
が
注
目
で
き

る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
歴
博
F
本
は
祇
園
会
の
山
鉾
巡
行
、
賀
茂
競
馬
、
二
条
城
行

幸
以
外
に
は
歳
時
を
描
い
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、

歴
博
F
本
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
歴
博
F
本
に
款
記
の
見
ら
れ
る
住
吉
具
慶
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
住
吉

具
慶
（
広
澄
）
は
、住
吉
派
を
開
い
た
住
吉
如
慶
の
子
で
、寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）

生
ま
れ
、宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
四
月
三
日
に
没
し
て
い
る
。
住
吉
如
慶
は
土
佐
光

吉
、土
佐
光
則
に
や
ま
と
絵
を
学
び
、寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
住
吉
家
を
起
こ
し

た
。
具
慶
は
住
吉
派
二
代
を
継
ぎ
、天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
江
戸
表
に
召
し
出
さ

（
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）

（
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）
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）

（
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）（
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れ
、貞
享
二
年（
一
六
八
五
）に
将
軍
家
御
用
絵
師
と
な
っ
た
。
元
禄
四
年（
一
六
九
一
）

一
二
月
に
法
眼
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
法
眼
具
慶
筆
」
の
落
款
と

印
影
を
も
つ
個
人
本
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
は
、元
禄
四
年
一
二
月
以
降
の
も
の

と
い
え
る
。
住
吉
派
の
や
ま
と
絵
に
関
し
て
は
、
伝
統
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
新
し
い

構
成
や
図
様
を
模
索
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
係
す
る
可
能
性
の

あ
る
も
の
と
し
て
、鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
装
束
の
色
の
問
題
が
あ
る
。既
述
の
よ
う
に
、

歴
博
F
本
と
同
系
統
の
作
品
で
は
、薄
い
黄
色
な
い
し
白
色
で
描
い
た
白
張
の
も
の
と
、

退
紅
で
描
い
た
も
の
と
が
あ
っ
た
。
記
録
に
よ
る
と
寛
永
行
幸
は
白
張
で
行
わ
れ
て
い

た
が
、古
代
の
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
装
束
は
退
紅
で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
古
典
の
研

究
の
成
果
と
し
て
退
紅
で
描
く
作
品
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

歴
博
F
本
の
特
徴
の
考
察
と
し
て
、
次
に
貼
札
を
見
る
。
歴
博
F
本
の
貼
札
の
特

徴
は
、
赤
色
の
輪
郭
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
貼
札
の
紙
質
、
装
飾
等
に
つ
い
て
は
、

全
作
品
に
お
い
て
詳
細
図
版
を
確
保
で
き
て
い
な
い
た
め
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

こ
の
系
統
で
は
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
本
も
輪
郭
を
巻
く
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
歴
博
F
本
の
貼
札
は
、
原
位
置
か
ら
移
動
し
て
い
る
も
の
、
剝
が
れ
跡
の
み
残

る
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
他
の
作
品
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
地
名
、
例
え
ば
「
歌

中
山
」（
右
隻
第
一
扇
）、「
あ
み
た
か
み
ね
」（
右
隻
第
一
扇
）、「
五
条
八
ま
ん
」（
右

隻
第
二
扇
）、「
し
や
う
く
ん
ち
そ
う
」（
右
隻
第
五
扇
）、「
に
し
の
京
」（
左
隻
第
二
扇
）、

「
佐
加
之
町
」（
左
隻
第
二
扇
）、「
あ
ま
て
ら
」（
左
隻
第
五
扇
）
な
ど
も
あ
る
。「
歌

中
山
」
は
渋
谷
越
に
あ
っ
た
清
閑
寺
付
近
の
こ
と
で
、
実
際
に
は
阿
弥
陀
ケ
峰
と
清

水
寺
の
間
に
位
置
す
る
が
、屏
風
で
は
阿
弥
陀
ケ
峰
の
南
東
の
山
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

「
し
や
う
く
ん
ち
そ
う
」
は
北
白
川
の
瓜
生
山
に
あ
る
勝
軍
地
蔵
堂
で
あ
る
が
、歴
博

F
本
で
は
桧
皮
葺
の
建
物
と
し
て
描
く
。同
じ
位
置
の
建
物
に
フ
リ
ー
ア
本
で
は「
小

は
ら
」、
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
本
で
は
「
白
川
」
の
貼
札
を
付
す
。「
あ
ま
て

ら
」（
尼
寺
）
は
源
実
朝
の
妻
本
覚
尼
が
創
建
し
た
遍
照
心
院
大
通
寺
で
、実
際
に
は

東
寺
の
北
西
に
位
置
し
た
が
、歴
博
F
本
で
は
島
原
の
位
置
に
貼
札
を
付
し
て
い
る
。

歴
博
F
本
で
臨
川
寺
と
す
る
建
物
（
左
隻
第
五
扇
）
を
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館

本
で
は
「
し
ゆ
し
や
く
権
現
」（
朱
雀
権
現
）
と
し
、
西
芳
寺
に
あ
た
る
と
こ
ろ
（
左

隻
第
六
扇
）
に
同
資
料
館
本
で
は
「
み
つ
薬
師
」
と
「
尼
寺
」
の
二
つ
の
貼
札
を
付

し
て
い
て
、
こ
の
系
統
の
作
品
で
は
貼
札
の
地
名
は
位
置
の
比
定
な
ど
に
厳
密
さ
を

欠
く
と
い
え
る
。
勝
軍
地
蔵
や
朱
雀
権
現
、
水
薬
師
な
ど
は
、
京
都
の
人
で
も
あ
ま

り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
社
は
、承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
「
新

板
平
安
城
東
西
南
北
町

洛
外
之
図
」
に
「
せ
う
く
ん
ち
そ
う
」「
し
ゆ
し
や
く
こ
ん

け
ん
」、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
「
新
板
増
補
京
絵
図
」
に
「
水
薬
師
」
な
ど
と

し
て
載
り
、
位
置
の
比
定
に
は
地
図
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
の
研
究
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
歴
博
F
本
に

描
か
れ
た
内
容
を
紹
介
し
、
歴
博
F
本
と
同
系
統
の
作
品
を
紹
介
し
、
そ
の
中
で
の
歴

博
F
本
の
特
徴
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
た
。
最
後
に
そ
れ
を
も
う
一
度
整
理
し
て
お
く
。

　

江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
を
見
る
指
標
に
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
建
物
・
街
路
等

の
斜
め
線
で
あ
る
筋
勝
手
に
よ
り
類
型
分
け
が
で
き
る
こ
と
、
二
条
城
前
の
行
列
に

よ
り
年
代
推
定
の
手
掛
か
り
が
あ
る
こ
と
、
景
観
構
成
に
よ
り
系
統
分
け
が
可
能
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
見
て
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
類
型
と
系
統
と
い
う
分
類
で
作
品
群

を
整
理
し
て
み
た
。

　

歴
博
F
本
の
基
礎
デ
ー
タ
及
び
描
写
内
容
を
細
か
く
示
し
、
次
い
で
歴
博
F
本
と

同
系
統
の
一
〇
作
品
を
探
し
出
し
、
作
品
ご
と
の
概
要
と
特
徴
を
紹
介
し
た
。
系
統

と
し
て
の
特
徴
は
、
左
右
隻
と
も
に
順
勝
手
で
あ
る
こ
と
、
二
条
城
前
の
行
列
は
後

水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
で
、
鳳
輦
が
二
条
城
前
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
景
観
・

構
図
と
し
て
は
右
隻
の
左
端
は
鞍
馬
寺
、
左
隻
の
左
端
は
八
幡
で
あ
る
こ
と
、
一
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
年
中
行
事
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
住
吉
具
慶
の
落
款
を
も
つ

作
品
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
作
品
相
互
の
関
係
は
個
人
本（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）

が
先
行
し
て
描
か
れ
、他
は
幾
つ
か
の
小
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
歴
博
F
本
の
特
徴
と
し
て
、
歴
博
F
本
の
大
き
さ
が
縦
四
尺
本
と
他

（
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）

（
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）
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（
1
）　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図
』（
武
田
恒
夫
氏
執
筆
、角
川
書
店
、一
九
六
六
年
）。

（
2
）　

内
藤
昌
「
近
世
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
景
観
類
型
」（『
国
華
』第
九
五
九
号
、一
九
七
三
年
）。

（
3
）　

片
岡
肇
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
類
型
に
つ
い
て
（
一
）」（『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要　

朱

雀
』第
九
集
、一
九
九
七
年
）。

（
4
）　

水
本
邦
彦
「
洛
中
洛
外
図
の
中
の
京
都
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』第
二
二
九
号
、京

都
民
科
歴
史
部
会
、一
九
九
八
年
）。後
に
、水
本
邦
彦
『
絵
図
と
景
観
の
近
世
』所
収
、校
倉
書

房
、二
〇
〇
二
年
。水
本
氏
は
『
日
本
の
歴
史　

第
十
巻　

徳
川
の
国
家
デ
ザ
イ
ン
』（
小
学
館
、

二
〇
〇
八
年
）で
も
、同
様
の
見
方
を
記
し
て
い
る
。

（
5
）　
『
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
総
合
的
研
究
』（
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
、二
〇
〇
五

年
）。『
中
近
世
風
俗
画
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
と
絵
画
史
料
学
的
研
究
』（
科
学
研
究
費
研

究
成
果
報
告
書
、二
〇
一
〇
年
）。

（
6
）　

大
澤
泉
・
加
藤
裕
美
子
「
第
二
定
型
本
諸
本
の
分
類
に
お
け
る
基
礎
的
考
察
―
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
の
比
較
を
中
心
に
―
」（『
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
総
合
的
研
究
』、二
〇
〇
五
年
）。

（
7
）　

大
澤
泉
「
景
観
構
成
に
見
る
第
二
定
型
本
の
分
類
―
洛
中
洛
外
図
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
対
照
表
補

論
―
」（『
中
近
世
風
俗
画
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
と
絵
画
史
料
学
的
研
究
』、二
〇
一
〇
年
）。

（
8
）　

例
え
ば
、次
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。二
〇
〇
四
年
に
兵
庫
県
尼
崎
市
で
聚
楽
第
行
幸
を
描
い
た

洛
中
洛
外
図
屏
風
が
発
見
さ
れ
た
（
伏
谷
優
子
「
聚
楽
第
と
聚
楽
第
行
幸
が
描
か
れ
た
洛
中
洛
外

図
に
つ
い
て
―
尼
崎
本
洛
中
洛
外
図
の
概
要
と
構
図
の
検
討
―
」（
笠
井
昌
昭
編
『
文
化
史
学
の
挑

の
も
の
よ
り
少
し
小
さ
い
こ
と
、
こ
の
系
統
の
作
品
と
し
て
は
珍
し
く
年
中
行
事
を

ほ
と
ん
ど
描
か
な
い
こ
と
、
後
筆
か
と
も
さ
れ
る
住
吉
具
慶
の
款
記
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
挙
げ
た
。「
法
眼
具
慶
」
と
い
う
落
款
か
ら
は
、
具
慶
が
法
眼
位
に
な
っ
た
元

禄
四
年
一
二
月
以
降
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、
こ
の
系
統
の
作
品
の
制
作

年
代
を
推
測
す
る
上
で
大
事
な
手
掛
か
り
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
貼
札
や
描
写
か

ら
は
、
歴
博
F
本
を
含
む
こ
の
系
統
の
作
品
に
は
版
本
地
図
の
影
響
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
前
期
に
盛
ん
に
描
か
れ
た
洛
中
洛
外
図
屏
風

が
江
戸
時
代
中
期
に
年
中
行
事
の
研
究
、
版
本
等
に
よ
る
京
都
情
報
を
生
か
し
て
、

作
品
と
し
て
再
生
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
い
ず
れ
別
稿
を
記
し
た
い
。

戦
』、思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
五
年
）。二
〇
〇
六
年
に
は
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
の
所
蔵
に
な
っ
た
洛

中
洛
外
図
屏
風
が
展
示
さ
れ
た
（『
博
物
館
だ
よ
り
』六
四
、岐
阜
市
歴
史
博
物
館
、二
〇
〇
六
年
）。

二
〇
〇
七
年
に
は
、徳
川
和
子
の
入
内
を
左
右
隻
に
わ
た
っ
て
描
い
た
新
発
見
の
洛
中
洛
外
図
屏

風
が
紹
介
さ
れ
た
（
狩
野
博
幸
『
大
江
戸
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス　

新
発
見
洛
中
洛
外
図
屏
風
』、

青
幻
舎
、二
〇
〇
七
年
）。二
〇
一
〇
年
に
は
、伏
見
城
の
描
か
れ
た
洛
中
洛
外
図
屏
風
が
新
た
に
発

見
さ
れ
、展
示
さ
れ
た
（『
変
革
の
と
き　

桃
山
』、名
古
屋
市
博
物
館
、二
〇
一
〇
年
）。

（
9
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編『
西
の
み
や
こ　

東
の
み
や
こ
―
描
か
れ
た
中・近
世
都
市
―
』（
二
〇
〇
七
年
）。

（
10
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
都
市
を
描
く
―
京
都
と
江
戸
―
』（
人
間

文
化
研
究
機
構
、二
〇
一
二
年
）。

（
11
）　

小
島
道
裕
「「
職
人
風
俗
絵
巻
」と
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
F
本
」」（『
歴
博
』第
一
六
四
号
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、二
〇
一
一
年
）。

（
12
）　

山
口
和
夫
「
江
戸
時
代
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」の
景
観
・
制
作
年
代
に
つ
い
て
の
一
考
察
―

行
幸
行
列
・
鳳
輦
・
駕
輿
丁
装
束
を
中
心
に
―
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析

セ
ン
タ
ー
通
信
』第
四
三
号
、二
〇
〇
八
年
）。

（
13
）　

大
塚
活
美
「
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
の
主
題
と
構
図
に
つ
い
て
」（『
歴
史
評
論
』第
六
二
一

号
、二
〇
〇
二
年
）。

（
14
）　

系
統
の
呼
び
方
は
、代
表
的
な
作
品
の
所
蔵
先
の
名
称
等
を
冠
し
て
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。片
岡

氏
が
註
（
3
）の
研
究
で
紹
介
し
た
司
馬
家
本
に
つ
い
て
は
、こ
こ
で
は
同
作
品
の
現
所
蔵
者
の

田
辺
市
立
美
術
館
を
冠
す
る
名
称
と
し
て
い
る
。

（
15
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、既
稿
で
も
簡
単
に
触
れ
て
い
る
（
大
塚
活
美
「
林
原
美
術
館
本
洛
中

洛
外
図
屏
風
と
同
一
工
房
の
作
品
に
つ
い
て
」、『
中
近
世
風
俗
画
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化

と
絵
画
史
料
学
的
研
究
』、二
〇
一
〇
年
）。

（
16
）　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図　

都
の
形
象
―
洛
中
洛
外
の
世
界
―
』（
淡
交
社
、一
九
九
六
年
）。

（
17
）　

二
〇
一
〇
年
七
月
の
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
の
「
巷
・
ち
ま
た
・
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」展
に
展

示
。そ
の
チ
ラ
シ
に
図
版
が
載
る
。

（
18
）　
『
大
名
の
宿
本
陣
展
』（
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
、一
九
九
四
年
）。

（
19
）　
『
季
刊
・
リ
バ
テ
ィ
』第
一
九
号
（
大
阪
人
権
博
物
館
、一
九
九
七
年
）。

（
20
）　
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』別
巻（
講
談
社
、一
九
八
一
年
）。『
前
田
子
爵
井
伊
子
爵
家
御
蔵
器
入
札
』

（
東
京
美
術
倶
楽
部
、一
九
一
九
年
）。

（
21
）　
『
京
の
息
吹
き
』（
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
、二
〇
〇
八
年
）。山
口
和
夫
「
寛
永
三
年
二
条

城
行
幸
行
列
が
描
か
れ
た
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」―
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
本
に
つ
い
て
―
」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』第
三
六
号
、二
〇
〇
七
年
）。

（
22
）　

二
〇
〇
八
年
秋
に
愛
媛
県
美
術
館
で
展
示
。

（
23
）　
『
日
本
屏
風
絵
集
成
』一
一
巻
（
講
談
社
、一
九
七
八
年
）。

（
24
）　
『
古
美
術
』八
八
号
（
三
彩
社
、一
九
八
八
年
）。

（
25
）　
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
』一
七
（
学
習
院
大
学
史
料
館
、二
〇
一
一
年
）。

註
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（
26
）　
『
江
戸
時
代
の
門
松
』（
名
古
屋
市
博
物
館
、一
九
九
四
年
）。

（
27
）　

笹
原
亮
二
「
三
匹
獅
子
舞
」（『
日
本
民
俗
大
辞
典
』上
、吉
川
弘
文
館
、一
九
九
九
年
）。一
人
立

ち
の
獅
子
舞
の
絵
は
、元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）の
刊
記
を
も
つ
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』に
見
ら
れ
、

そ
れ
と
の
関
係
も
注
目
さ
れ
る
。

（
28
）　
『
近
世
初
期
風
俗
画　

躍
動
と
快
楽
』（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、二
〇
〇
八
年
）に
載
る
。類

似
の
図
柄
の
作
品
と
し
て
、個
人
蔵
（
愛
媛
県
美
術
館
寄
託
）「
十
二
ヶ
月
図
屏
風
」が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
秋
に
愛
媛
県
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た
。

（
29
）　

具
体
的
な
事
例
は
わ
か
ら
な
い
が
、行
事
の
憚
ら
れ
る
出
来
事
な
ど
が
起
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
30
）　
『
江
戸
の
や
ま
と
絵
―
住
吉
如
慶
・
具
慶
―
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、一
九
八
五
年
）。

（
31
）　

住
吉
具
慶
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
は
、住
吉
派
五
代
の
広
行
（
一
七
五
五
〜
一
八
一
一
）の
編
纂
に

な
る
『
倭
錦
（
本
朝
画
事
）』に
「
具
慶
、洛
中
洛
外
図
屏
風
、巻
物
数
有
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、ま

た
東
京
藝
術
大
学
の
住
吉
派
の
粉
本
に
「
都
鄙
図
」の
下
画
が
あ
り
、そ
の
う
ち
の
一
つ
に
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）に
板
橋
貫
雄
が
「
元
禄
年
中
法
眼
具
慶
依
綱
吉
将
軍
之
好
画
洛
中
洛
外
之
景
色
（
略
）」 

と
記
す
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
ら
か
ら
、具
慶
が
洛
中
洛
外
の
屏
風
や
巻
物
を
描
い
た
こ
と
、五
代
将
軍
綱

吉
の
求
め
に
よ
り
洛
中
洛
外
の
絵
を
描
い
た
こ
と
が
い
え
る
（
榊
原
悟
「
住
吉
具
慶
筆
『
都
鄙
図
』解

題
」（『
古
美
術
』八
八
号
、一
九
八
八
年
）註
四
。黒
川
真
頼
の
『
考
古
画
譜
』（『
黒
川
真
頼
全
集　

第
二
』、

一
九
一
〇
年
）に
も
「
倭
錦
云
、具
慶
、洛
中
洛
外
図
屏
風
、巻
物
数
有
」と
引
用
さ
れ
る
）。

（
32
）　

住
吉
派
の
研
究
と
し
て
は
、土
居
次
義
「
如
慶
と
具
慶
」（『
江
戸
の
や
ま
と
絵
』、サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
、一
九
八
五
年
）。下
原
美
保「
住
吉
如
慶
・
具
慶
に
よ
る
や
ま
と
絵
制
作
に
つ
い
て
」（『
鹿

児
島
大
学
研
究
紀
要　

人
文
・
社
会
科
学
編
』第
六
〇
巻
、二
〇
〇
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

補
注査

続
終
了
後
、
歴
博
F
本
と
同
系
統
の
作
品
一
点
が
紹
介
さ
れ
た
。
高
さ
一
一
〇
セ
ン
チ
の
六
曲

一
双
屏
風
で
、
年
中
行
事
も
描
か
れ
て
い
る
（
個
人
蔵
。
板
倉
聖
哲
監
修
、
大
倉
集
古
館
編
『
描
か

れ
た
都
―
開
封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）。
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 （
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
審
査
終
了
）


